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事業開始の背景
誰もが人間らしく活躍する社会

サイバー空間とフィジカル空間
の高度な融合

 新たな価値の創造と社会変革をもたらす人材の育成
 専門教育の刷新と産学の連携関係を密にした教育体制の整備
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2040年に向けた高等教育のグランドデザイン(答申)

平成３０年１１月２６日 中央教育審議会

2040年の展望と高等教育が目指すべき姿
－学修者本位の教育への転換－



4



5



6



7
www.oecd.org/education/2030

OECD Education 2030 プロジェクト
2030年という近未来において子ども達

に求められるコンピテンシーを検討す
るとともに， そうしたコンピテンシー

の育成につながるカリキュラムや教授
法， 学習評価などについて2015年から

検討を進めている。これまでの成果を
簡潔にまとめた中間的な概要としてポ
ジション・ペーパーが公表されている。
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「VUCA」（ 不安定，不確実，複雑，曖昧）が増大する世界を前にして，
教育の在り方次第で，人々が直面する課題に挑戦するのか，それとも敗
北するのかの違いをもたらす。科学知識の爆発的な拡大と複合的な社会
課題の増大する時代においては，カリキュラムは進化し続けなければな
らず，それは，おそらく革新的にでなければならないであろう．

Education2030：共有ビジョン

https://managementhelp.org/blogs/leadership/2011/02/23/using-vuca-%e2%88%9e-vuca-prime/
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OECD Education 2030 Learning Framework

社会を改革し，未来を創造する
ためのコンピテンシー
(Transformative Competencies)
• 新たな価値を創造する力
(Creating New Value)

• 対立やジレンマを克服する力
(Reconciling Tensions &
Dilemmas)

• 責任ある行動をとる力
(Taking Responsibility)

コンピテンシー獲得のための
学修サイクル(ARR)
• 予知(Anticipation)
• 行動(Action)
• 振り返り(Reflection)
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高等教育における課題

 グローバルに活躍する科学技術人材に対して高度化する社会的要請

 問題解決能力 より複合化した問題に対応できるように

 創造力 より創造的に思考し実行できるように

 専門力 より本質的俯瞰的に理解できるように

 コミュニケーション力 より多様な価値観を理解し尊重できるように

⇒ 教育プログラムのさらなる深化が必要

 産業のグローバル化にともなう人材の国際的流動性の激化

 教育プログラムの普遍力 よりユニバーサルな内容へ

 教育プログラムの競争力 より質の高い内容へ，

⇒ 教育プログラムのさらなる多様化・

国際化への対応が必要
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科学技術の社会実装教育エコシステム拠点の形成事業

学部・大学院連結プログラムの開発のためのフィージビリティスタディ

平成30年度

北海道大学
産学連携教育と数理・データサイエンス教育の充実を核とする新たな双峰型
の工学教育の体系からなる学修および修博一貫教育プログラムを設置する．

埼玉大学
文理融合型イノベーション人材育成プログラムを含む学部教育を発展させて
工学×経済経営型メジャー・マイナー学修連結教育プログラムを設置する．

名古屋工業大学
学部で実施している創造工学教育課程を発展させて，学部・大学院連結型カ
リキュラムによる価値創造型人材の育成のための教育プログラムを構築する．

金沢工業大学
全学情報技術教育と6年制メジャー・マイナー制度に加えて社会実装を実現
する産学官連携からなる「世代・分野・文化を超えた共創教育」を実現する．
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ディスカッションのポイント

１．取組の特徴，取組への期待・要望
 Society5.0時代の高度技術人材が持つべき資質・能力につい
ての考えと，その育成に必要なこと

 学部・大学院教育を連結した教育プログラムでこそ実現したい
こと，して欲しいこと

２．取組を実施していく上での課題・要望
 産学の望ましい連携の在り方，大学・企業からの要望
 教員の意識向上，教育業績評価についての考え
 ステークホルダー（学生，社会など）への（からの）要望

３．今後の展望
 計画をより良い形で実現するために望まれること
 今後の課題，期待，提案など


